
（別紙３）

～ 令和　8　年　1　月　17　日

（対象者数） 83 （回答者数） 51

～ 令和　8　年　1　月　17　日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

〇職員の相談援助能力の向上

〇保護者自身が送迎をするメリットを感じられるような、アプローチ

の工夫。

〇同じクラスの保護者同士が毎週顔を合わせることを生かした、懇

談会の実施（茶話会）

2

○誰でも、体験見学の対応ができる仕組みを作っていく必要があ

る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

○ミーティングを行いながら、統一した支援を勧められるように行っ

ていく。

○それぞれの子供に対しての支援のやり方、期間を明確にしてお

く。

2

○児発管が個別支援計画の目標に対して簡潔に分かりやす目標

に変えていくことが必要。

○個別支援計画を立てるための知識を増やす。

3

○事業所名
児童発達支援事業所あかり

○保護者評価実施期間
令和　7 年　12　月　18　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　7 年　12　月　18　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　7　年　2　月　10　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○送迎がないところ。 ○保護者の送迎での事業実施で、振り返りの時間をつくり、支援や

様子を共有することができるようにしている。

○新規体験、相談は利用枠が難しくても、体験は行うように勧めてい

る。

○療育が初めてと言うところもあるので、事業所での雰囲気やあか

りでの支援の仕方などを体験を通して伝えられる場にしています。保

護者様の中には、不安をかかえて、来られる人もいるので、安心でき

る雰囲気づくりを行っている。

○個別支援計画について、児発管と担当職員の共通認識が弱い。 ○個別支援計画がもう少し評価しやすいものに変える必要があるか

もしれない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○職員間での支援のやり方、保護者との相談支援、振り返りなどの

差がある時がある。

○職員間での支援への思いなど意図を伝える力が弱い。

○職員それぞれの強みを活かしつつ、支援は統一できるような取り

組みが必要。

事業所における自己評価総括表公表


